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縞柄の配置転換とそのイメージと嗜好の違いに関する検討～C･G支援による

Ｏ宇庭　美樹゛　奥野　右子¨
　（　゛東北女短大　¨東北女大）

【目的】我々が日常着用する衣服の柄は種々ある中、特に縞模様は、一番簡単に変化をつ

けることができるため昔から広く用いられており、これまでも多くのこれに関する研究が
行われてきた。縞柄は間隔・配色により表情が変化し、衣服のもつ雰囲気も人の好みも異

なると思われる。本研究では、等間隔の縞と同色で縞の分量を変えた場合、さらに色の配
置転換を行った場合の、縞柄に対するイメージや嗜好観の相違性について調べ検討した。

【方法】はっきり、ぼんやり、女性らしい、男性らしいイメージを持つ三色配色をC･Gを
用い縞模様に利用した。1)対象　20～22歳の女子学生51名　2)試料　日本色彩研究所

の配色カードを参照し、c･G内の色相. 明度、彩度の数値設定を変え調整したほば100%類
似した色見本を基本に、それぞれの配色について、同幅の縞(縞I ）.幅の分量を変えた
縞（縞11)を作成し、さらに配置転換を行い登録したもの　3)方法　アンケート用紙を

用いた選択法及び記述法（c･G画面上でそれぞれの縞を見ながらの回答）　4）調査内容
縞I 、縞IIのイメージ、嗜好率とその理由などについて調査を行い、考察した。
　【結果]r単色では好みであっても、それを組み合わせると気に入らないj r同幅の縞で

不調和が感じられた配色でも、縞の分量が変わることにより解消される」「３色中２色が
嫌いなためその配色は好まないが、配置転換を行い、好みの１色が主調色になると嗜好率

が上がる」などということがわかった。縞の分量では同幅の縞Ｉより分量を変えた縞11が
好まれる傾向にあり、さらに色の配置転換では縞の好みの基準は主調色にある場合が多か

った。このように。縞柄では配色の方法や配置転換が大きく影響していると考えられる。
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　目的　戦後、日本人口の高齢化に対応し、色彩・意匠学部会は全国65歳以上の健康な
男女を対象に、色彩感情の諸問題を定量的に調査、解析、報告を行ってきた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．　　--■-　一一●¶－　＝Ｗ●　Ｗ本報は　1987年.'93年､'97年の11年間に及ぶデータに表れた色彩嗜好の推移から規則

　・|-t　　●..●●･.　---　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・W　･---/ 〃　-I-W｀
性を探り、高齢者の生活に優しい色彩計画の資料を提供する
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しく図柄の嗜好調査を行い、色彩と図柄との関連において問題提起を試みる。
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、女性は青から紫の方向に、トーンは明るい
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やかなが好まれる。男女間の嗜好色の相関は0.3で異なり、嫌悪色は0.8で類似する。
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Ｈ軸，Ⅲ軸における因子の解釈，男性は若さ，女性は美しさへの回帰現象が認められる。
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